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会員各位殿 平成 4年 3月 22日
つつ じが丘統一自治会

会長 

第 17回定時総会開催のお知 らせ

1,日 時  平成 4年 4月 12日 (日 ) 午前 9時 30分～ 12時

2.場 所  つつ じが丘港、れあいセンター (上 池公国内 )

3.議 題  (1)平 成 3年 度会務報告及び承認の件

(2平 成 3年 度会計報告及び承認の件

(3つ つ じが丘応、れあいセンター管理運営規則承認の件

“

)平 成 4年 度統一 自治会活動基本方針案の審議及び承認の件

(D平 成 4年 度予算案の審議及び承認の件

16)役 員 (会 長、副会長、会計監査)改 選の件

(η その他
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平成 3年度 (第 16期 )統て豊治会会務報告

本年度の全般 にわたる事業 と しては、第一に応、れあいセ ンタ ーの建設

と、 これに伴 う予算、規約等の執行、整備がありま した。

そしを、第二として汚水処理施設の移管承継問題、公共下水道の接続間

題等がありましたが、役員の努力と会員の皆様のご理解、ご協力を頂き

成果を得ることができたと思います。

そして、 (仮 称)応、れあいセンター建設委員会の皆様には、 2年 の長き

にわたり大変 ご苦労様で した。心より御礼申し上げます。

以下、第 16期 総会において承認されました活動方針にしたがい、

ご報告いたします。

1.高齢化 (福 祉)問 題等専門委員会の設置

統一自治会が福祉元年と位置づけ、昨年総会において規約の変更 も

お願いし、委員会の設置が承認されスター トいた しました。

福祉 というテーマの広さ、深さを考え長期的ビジョンを持ち、わが街

にそった具体的な実施計画を、今後お願いしていきたいと考えており

ます。詳 しくは、委員会報告を ごらん下さい。

2.汚水施設の移管承継の方向提示

前汚水委員会より、統一自治会が引継 ぎ、対興人と折衝を続けてまい

りましたが、この問題点と対応策をそれぞれ 9月 1日 、 1月 26日 の

全体班長会議等を通 じ、皆様のコンセンサスを得なが ら進めることが

できました。詳 しくは、第 17期活動基本方針案にてご承認を頂きた

く、お願い申 し上げます。

3.住環境保全規約の定着

同規約はこの街の新築、増築をされる時、 この街の住環境が壊される    
ことな く、全員が住みやすい街を守 っていく為に、平成 2年 か ら作 ら

れた規約です。具体的には、班長を通 じ、建築計画書の提出を事前 に

お願いを しております。今だ不十分な点 もあるようですが、今後 とも     
この規約の徹底 と、その取 り扱いについて努力を続けてまいりたいと     
考えております。

また、これ らの規約等をまとめた全集を、あらためて全会員 に各戸

配布を予定 しております。

4。 (仮 称)応、れあいセ ンターの予算措置

現在建設が進んでお り、 4月 以降皆様の施設 として利用す ることが
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で きるようにな ります。 したがつて、昨年総会にて備品購入予算を計上

し、承認をいただきましたので、その内より特 に厨房関係の充実を計 り、

料理教室、あるいは非常時の炊 き出 し等の設備は、整 ったのではないか

と思います。さらに、和室 にはテ レビ、カラオケ等の設備 も用意 いた し

ましたので、皆様の応、れあいの場 として、 この施設を ご利用願えるもの

と考えております。

5.役 員選考の基本理念と互選の定義について

自治会活動の根幹は、会員の意見をより多 く収集 し、 これを合理的に

構成された組織 によって、住民全体の街づ くりを実践す ることにあり

ます。そ して、 この組織が円滑に活動する条件 としては、各役員の責任

ある自党 と行動が必要であ り、この条件を備えた適材を適所に配するこ

とが、組織運営上のキーポイン トであります。

この基本理念の実現を目指 し、進めてまい りま したが、現実は各 自治区

における住民の安易な役員選考が、現在 も続けられているのが実情であ

り、この問題について来年度以降、組織の中に協議会を設置 し、引き続

き検討をつづけ、その目標達成に努力を続けてまいりたいと存 じてお り

ます。

以 上
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〔自 治 委 員 会 〕

平成 3年 度は自治会関係規程類の勉強か ら始まって、あっという問に

1年が過 ぎて しまいました。自治会役員 として「新 しい街に新 しい港、る

さとを」の基本理念の もと、わが街つつ じが丘に対 して何ができるのか

何をすべきかを模索 しているうちに、時間が過ぎて しまいましたが、

各役員の方々をはじめ、多 くの方と知り合いができ、触れ合いの大切さ

を学んだ 1年 が実績として残りました。

自治会活動の基本は “班長活動の活性化から"と 言われるとおり、ま

ず顔を合わせて話 し合いを始めるところか ら、お互いの理解 も生まれ、

コミュニケーションができることと考えます。

そういったことを実際に勉強できたことが、役員を担当したプラス面と

して評価できるものであると考えます。

(1)自 治会活動

①各自治会長をはじめ役員の方々のご尽力、ご協力により市行政の

一端を担 う業務等 も円滑に遂行されましたが、市の姿勢については

組織改訂前 (広報会当時)と 変わりなく、若干問題を残 しておりま

す。市の組織は、自治会組織が市行政業務を補完するという、領域

を出ていないので自治会組織としての自主性が望まれます。

また、年間行事に関 しても、市および近隣地区から幅広い支持と

積極的賛同を得ることができましたが、行事のあり方については、

一考を要するものがある。つまり、自治会長への負担があまりにも

大きく、住民全体の立場か ら言えば、各種認可団体の協力が必要で

はないで しょうか。

②役員選出のあり方

「適材を適所に」と言われながらも、各町内の “実情"に よりまだ

まだ1慣 番、 くじ引きといった安易な方法に走りがちであり、今年度

も、理想 とはほど遠い選出方法になつていると思われます。

自らが治める「 自治の精神」を今一度思い起こし、責任と誠意に

満ちた選出方法につき、住民一人一人の問題として、対処 していく

必要があろうと存 じます。

(2)当 面する_t要課題について

①汚水施設の移管承継について

台風等の大雨に際 し、 8丁 目処理場付近のマンホールから汚水が

流出し、周辺住民に多大なご迷惑をおかけしておりますが、その

応急対策を含め、急務の課題となっております。

また、処理場の土地問題、公共下水道接続時の負担金簡題も今後

-  4 -―
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その解決に向けて一層の努力が求められているところであ り、皆様の

ご理解 ご協力をお願い します。

自主運営のための「汚水管理組合 (仮 称)」 には、原則として各町内

か ら 1名 を選出 していただ くことになる予定であ りますので、 ご協力

をお願いいた します。

②各種行事企画全般

育成会、 PTA等 の八木山校下 としての行事、そ して各種専門委員の

諸活動全般については、各 自治会役員関係各位の ご支援、 ご協力により

成功の うちに終えま したこと、大変感謝いた してお ります。

このような諸活動は、 “住民相互の親睦 と連帯"に 必要不可欠な要素

であ りますが、その運営方法の見直 しを要す る時期 にあることも事実

であ ります。特 に「お祭 り的行事」については、 (育 成会にも関連 )

各種関連認可団体、同好会 との連携により新たな方策を模索 したいと

考えます。

③生活環境の維持

「 970世 帯が共同生活 している」 という意識、「道路 も公園 も自分

達の財産」という意識が常に底辺になければなりません。今後原点に

立ち戻 った活動の研究が必要であると考えます。

④ ゴ ミの問題について

各町内の充分なる話 し合いをベ ースとしなければ何 も解決 しないので、

環境、高齢化 ともども自治会が中心 となって考えてい く必要があると

考えます。また、路上駐車問題、火災予防等 も各委員 と自治会長が

一体 となって取 り組むべ きと考えます。

⑤各種団体、班長 さん、関係各位の方 々に

仕事 に育児にと忙 しい中、自治会活動にご協力いただきま して大変あ

りが とうございま した。 ここで改めてお礼申 し上げます。

〔環 境 委 員 会 〕

(1)ゴ ミ収集について

皆様のご協力により、生ゴミの収集と燃えないゴミの分別収集は、ス

ムーズにできました。 4丁 目の不燃物収集場所増設を検討 し、 lヶ 所

増設の予定となりました。来年度より、ゴミステーション対策費を削除

しておりますが、ゴミステーション設置の費用は、実費分を自治会と

該当町内で折半となっています。

(2)緑化対策と公園の管理について

①応、れあいセンター設置にあたり、今年度緑化対策費により植樹する
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予定です。

②公園の遊具施設、樹木の補修、剪定等市当局へ要望 し、市当局によ

り遊具施設の取替えおよび修理、樹木の剪定を実施いたしました。

(3)不在地主、空き地の草刈 りおよび管理について

平成 3年 度空き地総区画は 185区 画で、自治会依頼 119区 画

自己処理 65区画、住所不明 1区画で した。

自治会依頼分は、各務原造園 (株 )と 年間 14, 000円 /区 画で

契約 し、春秋 2回 草刈りを行いました。自己処理で草刈 りを実施

されない区画については、消防署より注意書を送付 していただいて

おります。

(4)犬 、猫の糞害について

犬の糞害について再々、再々回覧等で皆様にお願いしておりますが

改善されておりません。今後とも住みよい団地づ くりの為、フンゼ

ロ運動にご協力をお願いいた します。

〔文 化 体 育 委 員 会 〕

(1)盆踊り大会  7月 27日 (土 ) 28日 (日 )於  中央公園

第 14回 目を迎えた今大会は、台風の影響でその開催が危ぶまれま

したが、大会当日の朝には雨 もあがり、予定通 り開催することが

できました。

初 日は約 600世 帯、 1500人 を越える人出で賑わい、各自治会

の夜店の出店や、大抽選会 もあって大いに盛り上がりました。

また、二日目も500人 を越える人出があり、閉会時間を忘れる程

の盛況ぶ りで した。

今大会の開催にあたっては、民謡同好会をはじめ婦人会、子供会、

寿会の方々か ら格段のご協力を賜わり、また町内外の各位より多 く

のご協賛をいただきましたことをご報告いたします。

なお、本年は協賛金の内か らやぐら用提灯 12個 と、電気配線 1式

を更新させていただきましたので、併せてご報告いたします。

(2)八木山校下大運動会  10月 10日   於 八本山小学校

前 日来の雨で、グランドのあちこちに水が溜り、とても開催できる

状態ではありませんでしたが、グランド整備に関係各位の多大なる

ご尽力を頂いたおかげで、予定を 30分 繰 り下げて開催にこぎ着け

ることができました。
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今年は、 ビール飲み競争等の新 しい種目も取 り入れ、校下住民の多数

の参加を得て、健康的な一 日を過 ごすことができま した。

また西町、羽場消防団による防火演技 も披露 され、住民の防火意識の

高揚に も一役買いました。

(3)市 民展  11月 2日 (土 ) 3日 (日 )  於 鵜沼地区体育館

今年は、出品者数が 55名 と例年に比べて減少 しま したが、生花、

園芸、手芸、書、絵画、写真等作品はいずれ も力作ばかりで、 160
名を越える来場者に芸術の秋にふさわ しい感銘を与えて くれま した。

また、本年 も婦人会の ご好意で茶席を設け、多数の方々に くつろいで

いただ くことがで きました。

〔防 災 委 員 会 〕

(1)防災訓練

①春の防災訓練   5月 26日 (日 ) AM。 9:50～ 11:30
各町内において消火栓を使用 し、消火ホースの着脱の訓練、 10時 に

サイ レン合図で上池公園避難開始、上池公園西広場に集合 し、東消防

署指導により消火器による初期消火訓練を実施 しま した。

参加者 180名 が整列 し、防護団長、東消防署隊長の挨拶の後、二班

に分かれ消火器操作 と消火謝1練 を行いま した。

②秋の防災訓練   11月 10日 (日 ) AM.9:50～ 11:30
各町内指定場所集合後、サイ レンの合図にて上池公園に避難開始。

参加者 115名 が避難終了後、防護団長、東消防署隊長の挨拶の後、

二班に分かれ東消防署指導 により、消火栓を使用 し指揮者、バルプ操作

係、伝令係、ノズル操作 5名 、 1グ ループで実際に消火栓を開閉 じ

放水の体験訓練を しま した。

誰 もが自分は火事を出さない、おこさないと思 っていると思 います。

で も、いつ災いが 自分に降 り掛かるかわか りません。割1練 で体験 して

いただいた事を教訓に、 もし災害があった ら皆さんが一致協力 し、被

害を最小限に したいと思います。

また、防災割1練 の出席人数が住宅件数か ら思います と、非常 に少ない

参加ではないかと思います。皆 さんの防災意識の向上を高めるために

も、隣近所の人を誘い合 って参加 して下 さい。

(2)防災施設

消火設備の点検。ホース箱の新設、取替え。消火訓練時の道路標識購入。
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(3)西 町消防団との連携

当団地は実効部隊がなく、 したがつて防護団組織があるのみで、

現在西町消防団に、災害発生時における協力をお願いしております

当町内の行事の夏祭 り、八木山校下大運動会についても出席参加 し

協力をいただきました。

(4)そ の他

街灯の保守、管理、夏の盆踊 り、八木山校下大運動会での会場周辺

交通整理、警備、八木山クロスカントリーでの焚火防火を協力 しま

した。

〔高 齢 化   (福 祉 ) 問 題 等 専 門 委 員 会 〕

第 16固 定時総会において了承された高齢化 (福 祉)問題等専門委員会

は、以下のような目的と課題を もって取 り組んできました。

1.目 的 高齢化社会に対応すべ く「福祉の街づ くり」を無理なく

着実に浸透させるために長期的視野に立って推進する。

2.課題①福祉活動を自治会活動の重要な柱とすることの是非を考慮

しつつ、現自治会の組織、運営等を総点検する。

②福祉全般につき、関心を高めていくための活動。

③近隣ケァボランティアの活性化対策。

平成 3年 6月 29日 (日 )に 第 1回 の専門委員会を開催 し、「福祉の街

づ くり」を目指 し活動のスター トを切ることになりました。

構成委員については、募集を行いましたが (3名 応募)員数の絶対数の

不足により、執行部において生活環境、福祉問題に関する諮問委員会を    
中心に、各町内最低 2名 の線で 18名 が人選されました。

また、専門委員会の開催頻度は、月 1回 の定例会として行うこととし、

この専門委員会を進めるにあたっては、まずこの専門委員会の発足を     
提言 した「高齢化社会に対する自治会のあり方に関する答申書」

(平 成 3年 1月 5日 )を 深 く理解 し、この答申書にそった活動が必要で    
あることを確認 し、現在までに以下のような活動を行ってきました。

第 1回  6月 9日 (日 ) 委員会発足 (委 員長、副委員長選出 )

第 2回  7月 14日 (日 )「 高齢化社会に対する自治会のあり方に関す

る答申書」の勉強会

第 3回  8月 24日 (土 )「 社会福祉市民講座」 (恵 那市)参 カロ

一――- 8 -一―一



第 4回

第 5回

第 6回

8月 25日

9月 8日 (

10月 13

11月 10

(日 )テ ーマ ;A.地 域福祉の時代を展望す る

B.共 に生 きる社会をめざ して

日) 「答 申書」勉強会

日(日 )本 専門委員会の活動計画スケ ジュール作成 と

福祉行政 (デ ンマークの例等 )の 勉強会

日(日 )勉 強会による現状把握

資料 1「 めざせ福祉 と街づ くり」

岐阜県社会福祉協議会

2「 支部社協活動のあり方」

各務原市社会福祉協議会

3「 地域老人福祉 システム開発育成事業」

(各 務原市プラン80計画書より)

各務原市

4「 民生委員会 と福祉活動」

つつ じが丘民生委員

第 7回  12月 19日 (日 )班 長会議に専門委員出席

「福社の街づ くり」にむけた PR及 び課題発掘

活動の 6ヶ 月はどちらかとい うと勉強会を中心 に した現状把握で したが、

11月 の勉強会でつつ じが丘の福祉状況の実態を、民生委員より説明され

た後、現実的な緊急課題が私達の近隣にいろいろあることが、わか りま した。

このことか ら、 12月 の委員会では、班長会議に出席 し、「福祉の街づ く

り」にむけた PRま たは、町内における課題発掘を持ちあわせなが ら、現

状把握を明 らかに して本専門委員会で検討 してい くことが、より実態にそ

くした対策案が出来上がるのではないか ということにな りました。

今後の進め方 としては、班長会議等を通 じ、本専門委員会の課題の解決に

むけて、効率的に進める事 と共に、現実的な緊急課題 も身近にあるので、

それ らも振 り分けつつ、民生委員の協力を得なが ら活動 していきたい。

また、 PRと しては、①班長会議等を通 じて情報を流 してい く。

②タイムスつつ じが丘に福祉コーナーを掲載 したい

③年に 1～ 2回 は、講演会、講習会などを開いてい

きたい。

そ して、会員の皆さんとこれ らのテーマについて共に勉強 し、今後の活動

を進めていきたいと思います。

- 9 -



ヨ降圧支 3生F層彗一―罰費会 言十幸整{彗

《蓋きる卜″)書ギ
`》

呼成 2年度基金残高

《竜責
=Z¬

T σD書椰》

2. 000, 000
500, 000

水処理施設に関する準備金 3. 878, 400

《収 入 の 部 ≫

700, 000
600, 000

8, 078, 400
400,000 平成 3年度分定期預金      |

=     ]

科  目 当初見込額 収入額 備    考

■筆頭越 金 2,716,904 2,716,904

彗治会費 5,820,000 5,773,500 @500Xll, 547戸
ヨ治会入会金 14,000 24,000 @1, 000× 24戸

ヨ治会基

`調

硼息 1,047,000 1,221,000

ヨ治会長報酬 591,400 592,240 9/28 296,120  2/26 296,120

ム鋼晒怖 謝 970,000 972,000 9/28 486,000  2/26 486,000

な別収集協力報償金 174,600 174,960 9/28  87,480  2/26  87,480

公

―

259,000 259,000 7/11 259,000

願 250,950 531,172 動         34,020

美しL嗜づくり製働金      97,200

預金利ユ           399,952

(H隧劇層り広譜静田J民入  397,000 あり)

合  計 11,843,854 12,264,776

――- 10 -一



科  目 予 算 額 出 費

ヨ治会総会費 50,000 38,831

折砕はT麗鶴訓‖ 1,400,000 1,256,602 制 721,349 罷雰理E罪塁535,253

鶏 局関係費

事 務 費

備品購入費

会計委託費

予備会議費

1,060,000

(350,000)

(550,000)

(10,000)

(150,000)

484,392

(339,264)

(103,000)

(10,000)

(32,128)

晰 雛

ヒ △
=露

受 義 300,000 227,301 機 、 曜彊姜託1

清掃対策費

清掃用具費

緑化対策費

空地草刈対策費
ゴミステション対策費

1.455,000 1,442,500 @1500× ≒962戸
450,000

(100,000)

(100,000)

(100,000)

(50,000)

(100,000)

146,724

(89,169)

(52,355)

(0)

(5,200)

(0)

650,000

(50,000)

(50,000)

(400,000)

(150,000)

580,999

(37,299)

(50,000)

(343,700)

(150,000)

【化体育費

盆踊り費用

運動会費用

年間行事費

650,000

(350,000)

(200,000)

(100,000)

513,175

(263,656)

(200,000)

(49,519)

G畷爵87,000円支出有)

市民展
謝ヒ(■ )閣鱒隔盤 200,000 39,864

タイムスつつ じ力t霊争 200,000 106,605

彗種団体助成金 510,000 510,000 寿会、婦人会、子供会、育成4
250,000 106,025 ("隧 10,000円支出有)

紡 Lセンター備品購入費 1,500,000 1,499,210 厨房設備他

う樹四艶施設の準備金 700,000 700,000

表会所改修準備金 400,000 400,000

緊急災割 金 500,000 500,000

癬 費 1,568,854 44,360 H3.3. 24八 木山火災

11,843,854 8,596,588

《メ
=日

日σ)書

“

》

平 成 3年 度 収 支 残 高

以上、平成 3年度決算報告に誤りのないことを証明致します 。会計監杏

12, 264, 776 8, 596, 588

―
 -11-



1,

(1

(2)

(3)

(A)
イ

平成 4年 度 (第 17期 )統一 自治会活動基本方針案

汚水処理施設の自主運営問題並びに公共下水道への接続問題について

)「 自主運営」への移行は、下記条件が整えば行います。

大雨対策

興人の負担により、 8丁 目施設付近の汚水雨水流出事故を防

止す るための方策を行 うこと。 (例 バイパスの新設 )

口.専門業者による各戸敷地内の配管を再調査する。これにかか

る費用 (@3000総 額 300万 円)は 興人負担 とす る。

(3)公 共下水道接続のための “応分の負担金"は 、その実費の総額

を興人負担 とす る。

(C)そ のためには、施設の敷地が興人の帰属となるよう、自治会 も

積極的に市へ働 きかける。

但 し、 (A)口 の費用負担については、興人との交渉の余地を残す

ことにする。

理由 1.各 戸の敷地内の問題は、基本的には「個人負担」であり、

その観点か ら興人は難色を示す ことが十分予想される。

しか し、建売住宅の中にも配管 ミスと思われるものもあり、

実際は調査 してみないとわか らないところか ら、まずは

「興人負担」 とした。

2.こ の費用負担が解決 しなければ自主運営 しない 一一 という

膠着 した姿勢のみでは、大筋において前進をみないので (B)
で「実費の総額負担」 と言 っているが、その中に調査費用を

含ませ るとい う妥協案を用意する。

接続時の “応分の負担金"と 敷地の帰属問題について

私共 としては、公共下水道接続後、施設の敷地を興人に帰属 させ る

ことにより、その見返 りとして “応分の負担金"を 興人に負担させ

ることが目的であります。 したが って、「 自主運営」のための原点

はこの問題であり、 これが結着をみない限り「自主運営」はできま

せん。

「自主運営」が総会で決議され、興人 と協定書が締結されれば「汚

水管理組合 (仮 称)Jを 設立す ることになり、その下で公共下水道
への接続につ き、市当局 と折衝 してい く 一一― ということになり

ます。

¬
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3.

役員の選出方法について

各自治会には、それぞれ選出方法の “慣行"が あ りますが、「明る

く住みよい街づ くり」のためには、誠意 と責任感 に裏 うちされた

選出方法はやはり不可欠の要素です。統一 日治会の組織の中に「協

議会」を機能 させ、次の作業を行います。

①各自治会の実情を分析す る。

②かつての「組織等諮問委員会」の答申書を参考に しなが ら、各自

治会の “実情"を 配慮 し、実現可能な基本的なル ールづ くりを

行 う。

③「協議会」は別に設 けることはせず、毎月次役員会のテーマに上

げ、必要に応 じ各自治会の役員経験者を招 き、協議 に参加 してい

ただ く。事務処理等の窓日と しての担当責任者は、現役 自治会長

の一人を当て る。

諸行事の運営方法について

“住民相互の親睦と連帯"は すべての底辺を成す要素です。

各種行事の意義 もそこにあるわけですが、運営方法 については、こ

の街がまだ小規模の時代の手法をそのまま引き継いで きているので

現在の規模に応、さわしい方法を模索 していきます。

特に体育振興会は、現在指導員 (校 下 2名 )の みで、組織 と しては

機能 していません。体育 リクリェーション関係の同好会の協力を

得て、体育振興会を正式に発足 させ、今 日ある “お祭 り行事"的 な

活動については、見直 しが必要であろうと存 じます。

(育 成会、松が丘連合 自治会とも深 く関係いた します。 )

生活環境の維持向上について

自治会活動の中で最も大切な問題であり、反面 “人間のエゴ"が

まともに出る問題でもあります。

「 970世 帯が協同生活 している」という “公共優先"の 意思が

このつつ じが丘全体になければ、より良 き環境は維持 されません。

)特 にゴミ減量対策については、行政 も最重要テーマとして取 り組

んでおり、「分別収集」はもとより「減量対策」について もさら

なるご協力が必要な時期なっております。詳細については、行政

と相談 しなが ら改めて ご報告、お願いをいたします。

)防 災対策について

とりわけ「火災防止」は永遠のテーマありますが、ともす ると、

“他人事"に なりがちです。従来 どお りの活動に火災防止の PR
を積極的に行いたいと思います。

4.

(2

一 - 13 -一 ―



5.高 齢化対策 と「落、れあいセ ンター」について

この街は段階を追 って高齢化す るのではな く、構成年齢層か らみると
“ある日突然老人のまち"に なって しまう所です。「福祉は行政の仕

事」 という意見 もありますが、そればか りでは住みよい環境づ くりは

できません。 自治会 として も、で きるところか ら少 しずつ体制を作 っ

いくことがやは り大切です。

(1)「 応ヽれあいセ ンター」は、そ うした活動のための拠点 として建設さ

れま した。管理運営問題は、別紙規約のとおりですが、初めての試み

なのでまずは 1年 間 この規約 によりや ってみます。

しかるのち、修正すべ きは修正すればよいと思 っております。

(2)高 齢化対策の (緊急)課 題

「高齢者のひとり暮 らし」 も健康な方ばかりならよいのですが、必ず

しもそうではありません。高齢者 (一 応 65才 以上 )に 万一不測の

事態が発生 した時のことを想定 し、 これに対処できる体制を考えて

お くことは、実 はすでに現実の問題です。

専門委員会の ご意見を参考に して「 プライバ シー」の問題 にも配慮

しつつ、どの程度のことが自治会 として可能なことか 一一 研究 し

ていきます。たとえば「高齢者緊急カー ド」を作成 し、 ご本人の意思

により各自治会 に提出 していただき、不測の事態 に対処す る 一一

いわば “町内相互扶助 "を 一つの形に表すことが、必要な時代に入

っていると思います。

以 上

一 -14-一



《車じへ C)813》

自治会入会金

自治会基金利息

自治会長報酬

雑 収  入

平 成 4年 度 =予 算 :案

6, 000 @1000× 6戸

059, 100 23,535,713X4.5%

591 400 均等割184,000世 帯割407,400

@1000X970戸

750, 950 道路愛護者賞薔金    33,950

(035X970戸 )

美しい街づ()奨励金  97,000

(0100X970戸 )

預金利息(積立金、他)120,000

13, 299, 238

前年度繰越金 (見 込 )

自治会費 0500X970戸 X12ヶ 月

広報紙配布手数料     970, 000

分別収集協力報償金    174, 600

公園清掃報酬       2591 000

@180× 970戸
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《支二:当
`D ttБ

》

備科 予 算 額

自治会総会費

街路灯電気料

50, 000
※電気料780,両引1, 400, 000

1 事務局関係費 1, 160, 000 1 修理料620,000

(350,000)|   
~́~~~

※ (600,000) カーテン他

( 10, 000)
(200, 000)

集会所運営費 300, 000
自治会活動費 1, 649, 000 Э1700× 970戸
環境対策費

清掃対策費

清掃用具費

緑化対策費

空地草刈対策費

400, 000
(100, 000)
(100, 000)
(150, 000)
( 50, 000)

防災対策費

防災行事費

地域防災費

消火器具備品費

西町消防団賛助金

600, 000
( 50, 000)
( 50, 000)
(300, 000)
(200, 000)

文化体育費

盆踊 り費用

運動会費用

年間行事費

650, 000
(350, 000)
(200, 000)
(100, 000)

高齢化 (福社)問 題等専門委員会 150, 000
タイムスつつ じが丘発行費 200, 000 寿会  80,000

婦人会 80,000

育成会100,000

子供会290,000

各種団体助成金 ※ 550,000
地域社会交際費 200, 000
ふれあいセ ンター備品購入費 1, 500, 000
港、れあいセンター運営費 ※ 1, 000, 000 ※管理費360,000

緊急災害時準備金 500, 000 維持費640,000

汚水処理施設 の準備金

集会所改修準備金

| 500, 000
500, 000

1, 990, 238
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譜轟 ― 51

1 副会長

会蒙長 18-

計監査 7-
8-

…
自治委員会

平 成 四 年 度 つ つ じ ズ

務局長

目副自治会

目副自治会長

‐
―

「
「
‐

コ
‐
‐言己

丁 目自治会

8- 丁目自治会長

計 (一般)1 12- 目菖1自 治会長

会計 (汚水)1 7- ヒ丁 目副自治会長

果会所管理 3- 三丁目副自治会長

成会担当 6- 丁ヽ 目副自治会長

体育振興会 8-
機関紙担 4- 丁目菖1自 治会

煮   務 8- 丁ヽ目墓1自 治会長

一丁目自治会

冨1

1-
1-

二丁目自治会 2-
冨」 2-

三丁目自治会 3-
一晨 3-

四丁 目自治会 4-
一昌 4-

丁目自治会 5- 統一日治会長
一昌 5-
一目 5-

六丁目自治会 6-
一昌 6-

七丁目自治会 7-
一昌 7-

′ヽ丁目自治会 8- 統一副自治会長
冨ll 8-



r丘 統 一 自 治 会 役 員 名 簿

境委員会 11
12
13- 委員長
14-
15- 員長

16-
7-
18-

防災委員会

文化体育委員

高齢化 (福 祉 )

問題等

委

委員長
12-
3-
14-
5-
6-

6-
7-

委員長

2- 員長

3-
4-

5-

8-

3-

1-

5-

7-

8-

委員長


